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人類の「知」の構造が、いま静かに変わりつつある。 

 

本日（3 月 17 日）日本経済新聞が報じたエストニアの教育改革の記事は、その変化の本

質を鋭く突いていた。見出しはこうだ。 

 

「生徒と立場逆転 素人教師もう不要」 



  

これは刺激的な言葉だが、その意味は単純な教師不要論ではない。AI が社会に浸透する

ことで、教育の構造そのものが変わるという警告である。AI は「知識」を独占する存在に

なる。これまで学校の役割は明確だった。教師が知識を持ち、生徒はそれを学ぶ。しかし生

成 AI の登場によって、この構図は根底から揺らいでいる。 
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こうした知識は、今や AI が瞬時に答える。つまり教育は 

 

「知識を教える場所」から 

「知識を使う力を育てる場所」へ変わり始めている。 

 

エストニアではすでにこの現実を前提に教育改革が進んでいる。幼い頃からデジタル思

考を学び、AI を学習のツールとして使う。教師は知識の供給者ではなく、思考を導くコー

チとしての役割へと変化している。北欧教育の哲学「答え」より「問い」フィンランドなど

北欧の教育思想には一つの特徴がある。それは問いを立てる力を育てるということだ。従来

の日本の教育は正解を出す能力を評価してきた。しかし AI の時代、正解は AI が瞬時に提

示する。 

 

重要になるのはどんな問いを立てるか、情報をどう解釈するか、どんな意味を見出すかと

いう人間の思考能力である。北欧ではすでに科目の枠を超えた「テーマ学習」が広がってい

る。環境問題や社会課題をテーマに、科学・経済・倫理を横断して学ぶ。これは AI 時代の

学びの形を先取りした教育と言えるだろう。 

AI 時代に残る「人間の価値」AI が知識を持つ時代、人間の役割は何か。それは意味をつ

くることである。AI は膨大な知識を扱うことができる。しかし人間の人生や社会の文脈を

理解し、そこに意味を与えるのは人間の役割だ。 
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こうした営みは、まさに意味を生み出す行為である。AI が知識を担う社会では、人間の

価値はむしろ物語や意味を生む力に移っていく。 



医療と薬剤師の未来 

 

この変化は医療にも同じように訪れる。薬の知識量だけでいえば、AI はいずれ人間を凌

駕するだろう。相互作用、禁忌、用量計算。AI はミスなく処理できる。では薬剤師の役割

は消えるのだろうか。答えは逆である。AI 時代の薬剤師は患者の生活背景を理解し不安や

迷いを読み取り治療の物語を支えるナラティブ医療の担い手になる。つまり知識の専門家

から意味を支える専門家へ役割が進化していく。 

 

石川県薬剤師会の挑戦 

 

石川県薬剤師会では AI 理事という新しい取り組みを始めている。AI と人間が共に考え、

医療の未来を模索する試みである。これはデジタル化ということだけではない。AI 時代の

社会において人間と AI がどのように共存し、社会をより良くしていくかという問いへの小

さな実験でもある。 

知の未来 AI 革命は、産業革命に匹敵する文明の転換点と言われる。産業革命は人間の肉

体労働を機械に委ねた。AI 革命は人間の知識労働を AI に委ねる革命である。そのとき人間

は何を担うのか。答えはひとつだろう。人間は意味を生み出す存在である。教育も医療も、

その方向へ静かに進み始めている。エストニアからの警告は、私たちに未来の社会の姿を問

いかけている。 


